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平成27年 如
きさらぎ

月

広
報

●主な内容●主な内容

つくばみらいつくばみらい

P ８　市内の出来事　

P10　お知らせ情報

P13　保健だより

P14　各種相談日・救急当番病院など

P16　子ども特派員　わが街を行く！

１月１日現在人口・世帯数（前月比）　
総人口49,024人（＋68）　男24,606人（＋36）　女24,418人（＋32）・世帯数18,591世帯（＋33）

P ２　いつまでも健康で生きがいのある毎日を

P４　市賀詞交換会を開催

P５　心身に障がいのある方へ

P６　当市の民生委員児童委員協議会が表彰

P７　奨学生を募集します 

　　新成人となった 436 人を祝福する市成人式が１月 11日、総合新成人となった 436 人を祝福する市成人式が１月 11日、総合
運動公園体育館で盛大に開催されました。会場には、色鮮やかな運動公園体育館で盛大に開催されました。会場には、色鮮やかな
振り袖や袴姿の新成人が大勢集まり、旧友や恩師との再会を喜び振り袖や袴姿の新成人が大勢集まり、旧友や恩師との再会を喜び
合いました。合いました。

新成人としての誇りを胸に新成人としての誇りを胸に
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い
つ
ま
で
も

い
つ
ま
で
も
健
康
健
康
でで

　　
  

生
き
が
い
の
あ
る
毎
日
を

生
き
が
い
の
あ
る
毎
日
を

〜
市
介
護
予
防
事
業
と
高
年
ク
ラ
ブ
の
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
〜

〜
市
介
護
予
防
事
業
と
高
年
ク
ラ
ブ
の
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
〜

介
護
予
防
一
次
予
防
事
業

生
き
活
き
ク
ラ
ブ

 

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

　
い
つ
ま
で
も
イ
キ
イ
キ
と
し
た
生
活
を
送
る
た
め
に
、「
介
護
予
防
（
介
護
が

必
要
な
状
態
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
）
に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

　

生
き
活
き
ク
ラ
ブ
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
指

導
士
と
一
緒
に
、
介
護
予
防
の
た
め
に
考
え
ら
れ
た
体
操
を
行
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
体
操
は
、
だ
れ
で
も
簡
単
に
で
き
ま
す
の
で
、
体
力
に
自
信
の
な
い

方
も
安
心
し
て
参
加
で
き
ま
す
。

　

肩
こ
り
・
腰
痛
・
膝
痛
・
転
倒
な
ど
を
一
緒
に
楽
し
く
予
防
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

◆
開
催
場
所

　

総
合
運
動
公
園
研
修
道
場

◆
開
催
日
時 

　

毎
週
火
曜
日
（
４
月
上
旬
〜
７
月
下

旬
）
の
午
前
９
時
45
分
〜
11
時
30
分

※
お
申
し
込
み
い
た
だ
い
た
方
に
は
、

後
日
詳
し
い
案
内
を
郵
送
し
ま
す
。

※
簡
単
な
体
操
で
す
が
、
病
気
に
か

か
ら
れ
て
い
る
方
は
、
か
か
り
つ
け

の
医
師
に
参
加
の
可
否
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

※
自
家
用
車
な
ど
の
手
段
を
用
い
て

自
力
で
来
ら
れ
る
方
は
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

◆
対
象
者  

　

市
内
に
住
ん
で
い
る
65
歳
以
上

で
、
要
支
援
・
要
介
護
認
定
を
受
け

て
い
な
い
方

◆
定　

員
…
50
人

※
先
着
順
。
定
員
に
な
り
次
第
締
め

切
り
ま
す
の
で
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

◆
参
加
費
…
無
料

◆
送　

迎
…
あ
り　

※
送
迎
で
き
る
人
数
に
限
り
が
あ
り

ま
す
。
停
留
所
・
時
間
は
後
日
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

◆
申
込
先

  

介
護
福
祉
課
窓
口
ま
た
は
電
話
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

☎
58
‐
２
１
１
１
（
内
線
１
１
７
２
）

◆
申
込
期
間 

 　

２
月
４
日
㈬
〜
20
日
㈮

◎
こ
の
「
生
き
活
き
ク
ラ
ブ
」
の
ほ

　

か
に
も
、
市
で
は
65
歳
以
上
の
方

　

を
対
象
に
、
各
種
体
操
ク
ラ
ブ
を

　

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
　

詳
し
く
は
、
左
ペ
ー
ジ
の
「
介

　

護
予
防
カ
レ
ン
ダ
ー
（
２
月
）」
を

　

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
　
　

伊
奈
庁
舎
介
護
福
祉
課　

☎
58

‐
２
１
１
１
（
内
線
１
１
７
２
）

講師の動きに合わせて体操をする参加者の皆さん講師の動きに合わせて体操をする参加者の皆さん
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介護予防カレンダー（２月）

会場 実施日
板橋コミュニティセンター ５日㈭　12日㈭　19 日㈭　26 日㈭
谷井田コミュニティセンター ５日㈭　12日㈭　19 日㈭　26 日㈭
みらい平コミュニティセンター ３日㈫　10日㈫　17 日㈫　24 日㈫
きらくやますこやか福祉館 ６日㈮　13日㈮　20 日㈮　27 日㈮
青木自治会館 ２日㈪　  ９日㈪　16 日㈪　23 日㈪
谷和原公民館　谷原分館 ３日㈫　10日㈫　17 日㈫　24 日㈫
谷和原公民館　福岡分館 ５日㈭　12日㈭　19 日㈭　26 日㈭
内宿公民館（筒戸） ９日㈪　23日㈪
西ノ台倶楽部 ４日㈬　18日㈬　25 日㈬　

○地域体操クラブ
　シルバーリハビリ体操指導士によるいきいきヘルス体操
実施時間：午前 10時～ 11 時 30 分

会場 実施日
谷井田コミュニティセンター ５日㈭　12日㈭　19 日㈭

会場 実施日
谷井田コミュニティセンター 26 日㈭

○すこやか貯筋教室
　65歳～ 70歳前半の方を対象とした、健康運動
　指導士による運動
実施時間：午後１時 30分～３時

○男性限定体操クラブ
　男性を対象とした、体力向上のためのいきいき
　ヘルス体操
実施時間：午後１時 30分～３時

※悪天候時や積雪、災害時などは休講になる場合があり
ます。参加者への個別連絡は原則行いません。
※開催の可否は介護福祉課へお問い合わせください。

　市では、65歳以上の方を対象に各種体操クラブを実施しています。
どのクラブも事前申し込みは不要です。お気軽にご参加ください。

伊奈庁舎介護福祉課　☎ 58‐ 2111（内線 1172）問

高
年
ク
ラ
ブ
へ
の
入
会
を

      

お
待
ち
し
て
い
ま
す

　
高
年
ク
ラ
ブ
は
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
親
し
い
仲
間
と
共
に
生
き
が
い
の

あ
る
毎
日
を
過
ご
せ
る
よ
う
、
健
康
づ
く
り
や
助
け
合
い
活
動
、
趣
味
や
教
養

学
習
活
動
、
ス
ポ
ー
ツ
や
研
修
旅
行
、
世
代
間
交
流
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
る

グ
ル
ー
プ
で
す
。

　
市
内
に
は
16
の
ク
ラ
ブ
が
あ
り
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

60
歳
以
上
の
方
な
ら
ど
な
た
で
も
入
会
で
き
ま
す
。
入
会
希
望
の
方
、
興
味
の

あ
る
方
は
、
市
役
所
介
護
福
祉
課
へ
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
の

「豊
か
な
能
力
」
を
活
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

人
生
に
ゆ
と
り
を
も
っ
て
過
ご
せ

る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
、
そ
れ
を

ゴ
ー
ル
と
考
え
る
か
、
新
し
い
ス

タ
ー
ト
と
考
え
る
か
で
、
生
き
方
は

ま
っ
た
く
変
わ
っ
て
き
ま
す
。

　
「
こ
れ
か
ら
何
か
を
始
め
よ
う
」

と
い
う
気
持
ち
を
持
ち
、
ま
ず
は
、

自
分
の
住
み
慣
れ
た
地
域
の
仲
間
た

ち
と
、
楽
し
い
ク
ラ
ブ
活
動
に
参
加

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
し
て
新
し
い
出
会
い
を
通
じ

て
、
た
く
さ
ん
の
人
々
と
ふ
れ
あ
っ

て
、
交
流
を
深
め
、
生
き
が
い
づ
く

り
や
夢
づ
く
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

  

生
活
と
地
域
を
豊
か
に
す
る

　
　
　
　

楽
し
い
ク
ラ
ブ
活
動
を

○
楽
し
い
「
遊
び
心
」
を
仲
間
で
は

　

ぐ
く
み
、
親
睦
旅
行
や
研
修
旅
行

　

に
よ
り
視
野
を
広
め
、
仲
間
同
志

　

の
つ
な
が
り
を
深
め
ま
す
。

○
踊
り
、
手
芸
、
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
の

　

趣
味
や
教
養
を
高
め
る
活
動
な
ど
、

　

多
彩
な
サ
ー
ク
ル
活
動
を
進
め
ま

　

す
。

○
若
い
人
達
と
の
世
代
間
交
流
を
図

　

り
ま
す
。

  

心
と
体
の
健
康
づ
く
り
を

○
自
分
に
適
し
た
、
色
々
な
ス
ポ
ー

　

ツ
や
体
操
を
通
じ
、
地
域
の
人
々

　

と
の
交
流
を
図
る
と
と
も
に
、
健

　

康
学
習
な
ど
に
よ
り
、
健
康
増
進

　

に
務
め
ま
す
。

  

安
全･

安
心
な
地
域
づ
く
り
を

○
子
ど
も
た
ち
へ
の
見
守
り
活
動
・

防
犯
活
動
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
高
齢
者
な
ど
の
交
通
事
故
防

止
の
活
動
を
進
め
、「
安
全･

安
心
」

の
地
域
づ
く
り
に
務
め
ま
す
。

  

花
の
あ
る
・
ゴ
ミ
の
な
い

　
　
　
　

き
れ
い
な
街
づ
く
り
を

○
子
ど
も
た
ち
と
世
代
交
流
を
行
い

な
が
ら
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動
を
進

め
ま
す
。

○
美
化
活
動
な
ど
の
社
会
奉
仕
に
取

　

り
組
み
、
明
る
く
住
み
よ
い
街
を

　

つ
く
っ
て
い
き
ま
す
。

  

在
宅
福
祉
を
支
え
る
友
愛
活
動
を

○
ひ
と
り
暮
ら
し
や
病
弱
な
方
な
ど

　

を
訪
問
し
、
話
し
相
手
や
日
常
生

　

活
支
援
な
ど
の
友
愛
活
動
を
行
い

　

ま
す
。

  

は
つ
ら
つ
と
し
た
ク
ラ
ブ
づ
く
り
を

○
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
、
豊
か
な

　
「
経
験
・
知
識
・
技
術
」
を
活
か
し
、

　

新
鮮
で
、
は
つ
ら
つ
と
し
た
ク
ラ

　

ブ
づ
く
り
に
向
け
て
、
皆
さ
ん
の

　

ク
ラ
ブ
へ
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

　

い
ま
す
。

問
　
　

高
年
ク
ラ
ブ
事
務
局
：
伊
奈
庁

舎
介
護
福
祉
課　

☎
58
‐
２
１
１
１

（
内
線
１
１
７
４
）

毎年秋に行われる高年芸能発表大会毎年秋に行われる高年芸能発表大会
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「
み
ら
い
を
語
る
新
春
の
集つ
ど
い
」
を
開
催

〜
市
賀
詞
交
換
会
〜

　

市
賀
詞
交
換
会
実
行
委
員
会
主
催

の
賀
詞
交
換
会
が
、
１
月
13
日
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
会
は
、
市
内
各
界
で
活
躍
さ

れ
る
方
々
お
よ
び
つ
く
ば
み
ら
い
市

に
関
係
の
深
い
方
々
が
一
堂
に
集

い
、
つ
く
ば
み
ら
い
市
の
ま
ち
づ
く

り
や
魅
力
の
創
造
に
関
す
る
意
見
の

交
換
を
行
い
、
市
政
へ
の
理
解
と
親

交
を
深
め
て
い
た
だ
く
事
を
目
的
に

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

実
行
委
員
長
の
片
庭
市
長
は
「
ま

ち
の
発
展
の
た
め
、
教
育
環
境
の
充

実
や
、
子
育
て
支
援
、
歩
道
整
備
、

企
業
誘
致
の
た
め
の
基
盤
づ
く
り
に

力
を
い
れ
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
お
越
し
い
た
だ
い
た
皆

さ
ん
を
お
琴
の
演
奏
に
て
出
迎
え
、

余
興
で
は
日
本
舞
踊
・
雅
流
賀
博
会

の
皆
さ
ん
に
よ
る
「
祝
賀
の
舞
」
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
新
春
抽

選
会
で
は
、
つ
く
ば
み
ら
い
市
の
認

証
特
産
品
「
み
ら
い
プ
レ
ミ
ア
ム
」

22
品
目
に
加
え
て
、
新
た
に
７
品
目

が
観
光
大
使
か
ら
紹
介
さ
れ
、
当
選

実行委員会の皆さん

会場内の様子

地
域
防
災
の
要
と
し
て
、
決
意
新
た
に

〜
市
消
防
出
初
式
〜

　

地
域
防
災
の
要
と
な
る
市
消
防
関

係
者
に
よ
る
「
消
防
出
初
式
」
が
１

月
11
日
、
き
ら
く
や
ま
ふ
れ
あ
い
の

丘
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
列
し
た
消
防
関
係
者
約
３
０
０

人
は
防
火
・
防
災
の
決
意
新
た
に
、

片
庭
市
長
、
鈴
木
消
防
団
長
の
前
を 分列行進する団員たち

不
動
産
公
売
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

茨
城
租
税
債
権
管
理
機
構
で
は
、

一
般
の
方
も
参
加
で
き
る
入
札
に
よ

り
、
不
動
産
を
公
売
し
ま
す
。
買
受

希
望
の
方
に
は
、
詳
し
く
ご
説
明
し

ま
す
の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
…
３
月
３
日
㈫　

午
後
０
時

　

50
分
受
付
開
始

▼
場
所
…
茨
城
県
水
戸
合
同
庁
舎
2

　

階
大
会
議
室

※
中
止
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
、事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

公
売
不
動
産
な
ど
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、
茨
城
租
税
債
権
管
理
機
構
お

よ
び
つ
く
ば
み
ら
い
市
役
所
収
納
課

で
、
公
売
参
加
の
ご
案
内
を
無
料
配

布
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ

い
。

問
　

 

茨
城
租
税
債
権
管
理
機
構　
（
水
戸

市
柵
町
１
‐
３
‐
１
）　

☎
０
２
９
‐

２
２
５
‐
１
２
２
１

　

ま
た
、
茨
城
租
税
債
権
管
理
機
構

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.

ibaraki-sozei.jp/

）
で
も
、
詳
し

い
内
容
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

◎
茨
城
租
税
債
権
管
理
機
構
と
は

　

県
内
の
市
町
村
か
ら
滞
納
事
案
の

移
管
を
受
け
、
滞
納
処
分
（
差
押
・

公
売
）
な
ど
の
滞
納
整
理
に
よ
り
、

市
町
村
税
の
徴
収
を
行
う
特
別
公
共

団
体
（
一
部
事
務
組
合
）
で
す
。
県

内
の
全
市
町
村
を
構
成
団
体
と
し

て
、
平
成
13
年
４
月
に
設
立
さ
れ
ま

し
た
。

所在 つくばみらい市絹の台２丁目
地番 １番１ １番２ １番３ １番４
地目 宅地 宅地 宅地 宅地
地積 1355.00㎡ 175.00㎡ 162.00㎡ 701.00㎡

○売却区分番号／ 26‐ 121
　見積価格／ 141,570,000 円　　
　公売保証金／ 14,160,000 円

○財産の表示（登記簿による表示）
（土地）

（主である建物の表示）
・所在／つくばみらい市絹の台二丁目 1番地 1、
   1 番地 4
・家屋番号／ 1番 1
・種類／店舗
・構造／鉄骨造亜鉛メッキ鋼板葺平家建
・床面積／ 490.14㎡

【公売対象不動産】

堂
々
と
分
列
行
進
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
多
年
に
わ
た
り
消
防
活
動

に
尽
力
さ
れ
た
方
な
ど
に
表
彰
状
や

感
謝
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
式
の

最
後
に
は
、
消
防
団
に
よ
る
一
斉
放

水
が
披
露
さ
れ
、
今
年
１
年
の
無
事

と
安
全
が
祈
願
さ
れ
ま
し
た
。

▷
一
斉
放
水
の
様
子

者
に
手
渡
さ
れ
る
な
ど
、
新
春
ら
し

い
華
や
か
な
会
と
な
り
ま
し
た
。
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心
身
に
障
が
い
の
あ
る
方
へ

　

〜
自
動
車
税
・
自
動
車
取
得
税
減
免
制
度
が
あ
り
ま
す
〜

　

県
で
は
、
身
体
障
害
者
手
帳
、
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
、
療
育
手

帳
、
戦
傷
病
者
手
帳
の
交
付
を
受
け

て
い
る
方
で
、
障
害
等
級
や
自
動
車

の
所
有
者
な
ど
が
一
定
の
要
件
を
満

た
す
場
合
に
は
、
障
が
い
が
あ
る
方

の
た
め
に
使
用
す
る
自
動
車
に
係
る

自
動
車
税
お
よ
び
自
動
車
取
得
税

を
、
減
免
す
る
制
度
を
設
け
て
い
ま

す
。

　

減
免
申
請
は
、
管
轄
の
県
税
事
務

所
で
随
時
受
け
付
け
し
て
い
ま
す

が
、
次
の
日
程
で
市
役
所
伊
奈
庁
舎

１
階
に
減
免
申
請
の
受
付
窓
口
を
設

置
し
ま
す
の
で
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
…
２
月
10
日
㈫
、
３
月
５
日
㈭

「
収
集
で
き
な
い
ご
み
」
に
ご
注
意
を

　

ご
み
は
、
家
庭
か
ら
出
た
も
の
で

あ
っ
て
も
、
処
理
施
設
（
常
総
環
境

セ
ン
タ
ー
）
で
処
理
で
き
な
い
も
の

は
、
収
集
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。（
家
庭
ご
み
分
別
の
手

引
き
Ｐ
26
〜
27
参
照
）

※
事
業
系
の
ご
み
は
集
積
所
に
は
出

せ
ま
せ
ん
。

※
産
業
廃
棄
物
の
処
理
は
、
常
総
環

境
セ
ン
タ
ー
で
は
行
っ
て
い
ま
せ

ん
。

【
品
目
別
の
問
合
せ
先
】

◎
家
電
４
品
目
…
エ
ア
コ
ン
、
テ
レ

ビ
、
冷
蔵
庫
、
冷
凍
庫
、
洗
濯
機
、

衣
類
乾
燥
機
は
家
電
リ
サ
イ
ク
ル

法
に
よ
り
、
回
収
と
リ
サ
イ
ク
ル

に
か
か
る
費
用
は
、
こ
れ
ら
の
製

品
を
排
出
す
る
も
の（
使
っ
た
人
）

が
リ
サ
イ
ク
ル
料
を
負
担
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。詳
し
く
は
、

生
活
環
境
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

◎
バ
イ
ク
…
原
付
バ
イ
ク
を
含
め
た

　

オ
ー
ト
バ
イ
の
処
分
に
つ
い
て
は
、

　

二
輪
車
リ
サ
イ
ク
ル
コ
ー
ル
セ
ン

　

タ
ー
（
☎
０
５
０
‐
３
０
０
０
‐

　

０
７
２
７
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

　

だ
さ
い
。

◎
パ
ソ
コ
ン
…
家
庭
で
不
要
に
な
っ

　

た
パ
ソ
コ
ン
は
パ
ソ
コ
ン
メ
ー
カ

　

ー
が
回
収
し
再
資
源
化
し
ま
す
。

　

廃
棄
す
る
パ
ソ
コ
ン
の
メ
ー
カ
ー

　

ま
た
は
パ
ソ
コ
ン
３
Ｒ
推
進
協
会

　
（
☎
03
‐
５
２
８
２
‐
７
６
８
５
）

　

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
購
入
店
ま
た
は
専
門
業
者
へ
処
分

　

を
依
頼
す
る
も
の

・
危
険
物
…
ガ
ス
ボ
ン
ベ
、
医
療
廃

　

棄
物
（
感
染
症
の
恐
れ
の
あ
る
も

　

の
）、
劇
毒
物
、
農
薬
、
塗
料
、
廃

　

油
（
食
用
油
を
除
く
）、
火
薬
、
消

　

火
器
な
ど

・
土
砂
類
…
土
、
石
、
砂
、
燃
え
が

　

ら
（
焼
却
灰
）
な
ど

　

午
前
10
時
〜
正
午
／
午
後
１
時
〜

　

４
時

▼
必
要
書
類

　

障
害
者
手
帳
（
原
本
）、
納
税
義
務

　

者
の
印
鑑
（
認
印
可
）、
運
転
者
の

　

運
転
免
許
証
（
コ
ピ
ー
で
も
可
。

　

そ
の
場
合
は
免
許
証
両
面
）、
自
動

　

車
の
車
検
証
ま
た
は
納
税
通
知
書
、

　

生
計
を
一
に
す
る
こ
と
を
示
す
書

　

類
（
住
民
票
な
ど
）

※
減
免
の
要
件
に
よ
り
手
続
き
に
必

要
な
書
類
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
事

前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
　

 

土
浦
県
税
事
務
所
収
税
第
２
課　

☎
０
２
９
‐
８
２
２
‐
７
２
０
８

・ 

建
築
廃
材
…
瓦
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、

　

レ
ン
ガ
、
タ
イ
ル
、
保
温
材
、
浴

　

槽
（
Ｆ
Ｒ
Ｐ
、
人
造
大
理
石
製
）

・
自
動
車
部
品
材
…
タ
イ
ヤ
（
外
径

　

76
㌢
よ
り
大
き
い
も
の
）、
バ
ッ
テ

　
リ
ー
、
マ
フ
ラ
ー
、
バ
ン
パ
ー
な
ど

・
そ
の
他
…
ピ
ア
ノ
、
農
機
具
（
50

　

㌔
㌘
よ
り
重
い
も
の
）、
動
物
の
フ

　

ン
、農
業
用
ビ
ニ
ー
ル
、金
庫
（
耐

　

火
性
の
も
の
）、
切
り
株
、
ド
ラ
ム

　

缶
な
ど

問
　

 

谷
和
原
庁
舎
生
活
環
境
課　

☎
58

‐
２
１
１
１
（
内
線
８
１
３
６
）

齊
藤
氏
、小
張
小
の
田
内
川
さ
ん
、豊
小
見
守
り
隊

茨
城
県
交
通
安
全
県
民
大
会
で
表
彰

　

第
50
回
茨
城
県
交
通
安
全
県
民
大

会
が
11
月
27
日
、
県
立
県
民
文
化
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。　

　

当
市
か
ら
は
、
常
総
地
区
交
通
安

全
協
会
伊
奈
支
部
長
の
齊さ

い
と
う藤

利と
し
お男

氏

（
山
王
新
田
）
が
、
永
年
に
わ
た
り

地
域
の
交
通
安
全
を
推
進
し
て
き
た

功
績
が
認
め
ら
れ
、
交
通
安
全
功
労

者
と
し
て
表
彰
さ
れ
、
豊
小
見
守
り

隊
が
地
域
の
交
通
事
故
防
止
お
よ
び

啓
発
活
動
が
認
め
ら
れ
交
通
安
全
功

労
団
体
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
大
会
の
茨
城
県
交
通
安

全
ポ
ス
タ
ー
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
で
小

張
小
学
校
の
田た
う
ち
が
わ

内
川
真ま
さ
ひ
ろ寛
さ
ん
（
３

年
）
が
、
茨
城
県
議
会
議
長
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。
田
内
川
さ
ん
は
「
交

通
安
全
を
守
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
気

持
ち
を
込
め
て
描
い
た
」
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

受賞した齊藤さん

受賞した田内川さん

「
日
赤
社
資
募
集
」
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

日
本
赤
十
字
社
は
、
国
際
赤
十
字

社
の
一
員
と
し
て
、
国
内
外
で
災
害

時
の
救
護
救
援
活
動
、
血
液
供
給
等

事
業
、
赤
十
字
病
院
の
医
療
事
業
、

社
会
福
祉
施
設
（
乳
児
院
、
老
人
福

祉
施
設
、障
が
い
者
福
祉
施
設
な
ど
）

運
営
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
道
的
活

動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
赤
十
字
社
茨
城
県
支
部
つ

く
ば
み
ら
い
市
地
区
で
社
資
を
募

集
し
た
と
こ
ろ
、
平
成
26
年
度

は
、
市
内
の
８
６
９
１
世
帯
よ
り

４
２
３
万
１
５
５
０
円
、
市
内
93

事
業
所
よ
り
73
万
９
０
０
０
円
の

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
総
額
で
は

４
９
７
万
０
５
５
０
円
（
１
月
１
日

現
在
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
か
ら
お
預
か
り
し
た
社
資

は
全
額
、
日
本
赤
十
字
社
茨
城
県
支

部
へ
送
金
し
、
こ
の
活
動
の
基
盤
と

な
り
ま
す
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
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当
市
の
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
が

　
　
　
　
　
　
　

       

表
彰
さ
れ
ま
し
た

　

茨
城
県
立
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
で　

11
月
６
日
、
第
33
回
茨
城
県
民
生
委

員
児
童
委
員
大
会
が
開
催
さ
れ
、
当

市
の
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

が
、
優
良
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議

会
と
し
て
、
全
国
民
生
委
員
児
童
委

員
連
合
会
会
長
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

　

同
会
は
、
社
会
奉
仕
の
精
神
を

民生委員児童委員協議会の皆さん

土
屋
氏
、
豊
島
氏
が
茨
城
県
表
彰
を
受
賞

　
　
　
　

〜
多
年
に
わ
た
り
地
域
福
祉
の
向
上
に
貢
献
〜

　

茨
城
県
庁
で
11
月
13
日
、
当
市
の

元
・
民
生
委
員
児
童
委
員
土つ

ち
や屋

雅ま
さ
こ子

氏
（
谷
井
田
）、
茨
城
県
母
子
寡
婦

福
祉
連
合
会
会
長
豊と

よ
し
ま島

美み

ち

こ
智
子
氏

（
板
橋
）
の
両
氏
が
、
地
域
福
祉
発

展
へ
の
著
し
い
功
績
を
称
え
ら
れ
、

茨
城
県
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

土
屋
氏
は
、
地
域
住
民
の
相
談
に

受賞した土屋さん㊧と豊島さん㊨

善
意
の
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た

【
も
り
や
小
児
科
医
院

　
　
　

院
長　

金
子
英
哲
様
よ
り
】

　

も
り
や
小
児
科
医
院
・
院
長
金か

ね
こ子

英ひ
で
あ
き哲

様
よ
り
、
つ
く
ば
み
ら
い
市
の

子
ど
も
た
ち
の
健
康
を
守
る
た
め
の

事
業
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
、
３
万

円
が
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

【
茨
城
南
青
年
会
議
所
様
よ
り
】

　

一
般
社
団
法
人
茨
城
南
青
年
会
議

所
様
よ
り
、
地
域
の
魅
力
を
い
か
し

た
ま
ち
づ
く
り
に
役
立
て
て
ほ
し
い

と
、
11
万
５
７
１
０
円
が
市
に
寄
附

さ
れ
ま
し
た
。

【
守
谷
智
明
様
よ
り
】

　

守も
り
や谷
智と
も
あ
き明
様
よ
り
、
つ
く
ば
み
ら

い
市
の
教
育
環
境
整
備
に
役
立
て
て

ほ
し
い
と
、
60
万
円
が
市
に
寄
附
さ

れ
ま
し
た
。

も
っ
て
地
域
住
民
の
相
談
に
応
じ
、

必
要
な
援
助
を
行
う
と
と
も
に
、
民

生
委
員
児
童
委
員
の
啓
蒙
活
動
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
だ
功
績
を
称
え
ら

れ
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
地
域
福
祉
の
発
展
に
ご

支
援
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

問
　

 

伊
奈
庁
舎
社
会
福
祉
課　

☎
52
‐

２
１
１
１
（
内
線
１
１
５
６
）

応
じ
必
要
な
援
助
を
行
う
な
ど
、
社

会
奉
仕
の
精
神
を
も
っ
て
積
極
的
に

取
り
組
み
、
地
域
福
祉
の
向
上
に
寄

与
さ
れ
ま
し
た
。

　

豊
島
氏
は
、
母
子
寡
婦
福
祉
活
動

の
担
い
手
と
し
て
積
極
的
に
活
動
す

る
と
と
も
に
、
会
の
役
員
と
し
て
組

織
の
強
化
と
母
子
寡
婦
福
祉
の
向
上

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

Ｑ

Ａ

問
　

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
谷
和
原
庁
舎
１
階
）
☎
25

‐
３
２
８
８

消費生活センターイメージ
キャラクター『まみりん』

住宅の修理
　「火災保険で住宅の修理ができる。保険の申
請も手伝う」と勧誘されましたが、注意するこ
とはありますか。　　（50代・女性）

　

火
災
保
険
は
、
火
災
だ
け
で
な

く
、
風
水
災
な
ど
の
自
然
災
害
や

盗
難
な
ど
に
よ
っ
て
、「
建
物
」

や
「
家
財
」
な
ど
に
生
じ
た
損
害
を
補
償
す
る

保
険
で
す
。
住
宅
の
老
朽
化
に
よ
る
修
理
は
、

火
災
保
険
の
補
償
対
象
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

最
近
、「
保
険
金
が
使
え
る
」
と
言
っ
て
勧

誘
し
、
住
宅
の
修
理
契
約
を
さ
せ
る
と
い
う
ト

ラ
ブ
ル
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
業
者

の
多
く
は
「
保
険
金
の
範
囲
内
で
修
理
を
す
る

の
で
、
自
己
負
担
は
な
い
」
な
ど
、「
無
料
」

を
強
調
し
て
契
約
を
さ
せ
よ
う
と
し
ま
す
。
虚

偽
の
理
由
で
保
険
金
を
請
求
す
る
と
契
約
違
反

と
な
り
、
保
険
金
を
受
け
取
っ
て
い
れ
ば
返
還

を
求
め
ら
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

ほ
か
に
も
「
契
約
後
に
高
額
な
見
積
料
を
請

求
さ
れ
た
」「
修
理
を
し
た
が
、
保
険
金
支
払

い
の
対
象
外
で
自
己
負
担
だ
っ
た
」
な
ど
の
ト

ラ
ブ
ル
が
あ
り
ま
す
。　
　

　
「
火
災
保
険
で
住
宅
の
修
理
が
で
き
る
」
と

の
勧
誘
を
受
け
て
も
す
ぐ
に
は
契
約
せ
ず
、
自

分
の
火
災
保
険
の
内
容
に
つ
い
て
保
険
会
社
な

ど
に
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

不
安
に
思
っ
た
時
は
、
市
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

 「
保
険
金
が
使
え
る
」
に
は
注
意
！
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市
で
は
、つ
く
ば
み
ら
い
市
奨
学
金
貸
付
条
例
な
ど
に
基
づ
き
、

経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
が
困
難
な
方
を
対
象
に
、
平
成
27
年
度

奨
学
生
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

○
奨
学
生
の
種
類
○

A
つ
く
ば
み
ら
い
市
奨
学
生

B
つ
く
ば
み
ら
い
市
高
等
学
校

　

奨
学
生

※
A
、
B
い
ず
れ
の
記
載
も
な

い
も
の
は
、
共
通
の
事
項
で
す
。

１  

申
請
資
格

A⑴
本
市
市
民
の
被
扶
養
者

⑵
学
校
教
育
法
（
昭
和
22
年
法
律
第

　

26
号
）
の
規
定
に
基
づ
く
専
修
学

　

校
（
専
門
課
程
）・
短
期
大
学
・

　

大
学
に
進
学
ま
た
は
在
学
す
る
方

⑶
身
体
が
健
康
で
あ
り
、
学
業
優
秀

　

か
つ
品
行
方
正
で
あ
る
方

⑷
確
実
な
連
帯
保
証
人
を
付
す
る
こ

　

と
が
で
き
る
方
（
※
１
）

⑸
奨
学
金
に
類
す
る
他
の
学
費
の
貸

　

与
を
受
け
て
い
な
い
方
（
※
２
）

B⑴
本
市
市
民
の
被
扶
養
者

⑵
学
校
教
育
法
（
昭
和
22
年
法
律
第

　

26
号
）
の
規
定
に
基
づ
く
高
等
学

　

校
・
高
等
専
門
学
校
に
進
学
ま
た

　

は
在
学
す
る
方

⑶
確
実
な
連
帯
保
証
人
を
付
す
る
こ

　

と
が
で
き
る
方
（
※
１
）

⑷
奨
学
金
に
類
す
る
他
の
学
費
の
貸

　

与
を
受
け
て
い
な
い
方
（
※
２
）

※
１
A
の
⑷
、
B
の
⑶
の
連
帯
保
証

人
に
つ
い
て
…
連
帯
保
証
人
は
２
人

必
要
（
各
々
独
立
の
生
計
を
営
む
成

人
者
）

※
２
A
の
⑸
、
B
の
⑷
に
つ
い
て
…

〈
例
〉
日
本
学
生
支
援
機
構
（
旧
日   

本
育
英
会
）、
茨
城
県
奨
学
生
、
母

子
福
祉
資
金
、
寡
婦
福
祉
資
金
、
生

活
福
祉
資
金
（
茨
城
県
社
会
福
祉
協

議
会
）、
交
通
遺
児
育
英
会
、
あ
し

な
が
育
英
会
、
各
大
学
独
自
の
奨
学

金
な
ど
（
併
願
不
可
）

区      分

A B
専 修 学 校
短 期 大 学
大            学

高   等   学   校
高等専門学校

募集人員 若干名 若干名
貸与月額 30,000円 20,000円

貸与期間
平成27年から在学する
学校の正規の修業期間

２  募集人員、貸与月額および貸与期間３  

募
集
期
間

　

  

４
月
17
日
㈮
ま
で

４  

申
請
手
続
き

　

申
請
を
さ
れ
る
方
は
、
次
の
書
類

を
学
校
教
育
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
申
請
書
様
式
は
、
学
校
教
育
課

ま
た
は
市
内
の
中
学
校
、
近
隣
の

高
等
学
校
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

⑴
奨
学
金
貸
付
申
請
書
（
様
式
第
１
号
）

⑵
奨
学
金
貸
与
申
請
者
推
薦
調
書　

　
（
様
式
第
２
号
）

※
新
入
生
に
つ
い
て
は
、
卒
業
し
た

高
等
学
校
長
か
ら
の
も
の
（
A
）

※
新
入
生
に
つ
い
て
は
、
卒
業
し
た

中
学
校
長
か
ら
の
も
の
（
B
）

⑶
在
学
証
明
書
（
募
集
期
間
内
に
提

　

出
し
て
く
だ
さ
い
）

⑷
住
民
票
（
申
請
者
家
族
全
員
に
つ

　

い
て
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
）

⑸
収
入
を
証
明
す
る
も
の
（
主
た
る

　

家
計
支
持
者
）

※
源
泉
徴
収
票
や
所
得
税
確
定
申
告

書
な
ど
の
収
入
が
わ
か
る
も
の
を
募

集
期
間
中
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

（
写
し
可
）

５  

奨
学
生
の
選
考
お
よ
び
決
定

　

７
月
初
旬
に
、
教
育
委
員
会
で
の

選
考
結
果
を
本
人
あ
て
に
通
知

６  

奨
学
金
の
返
還

⑴
奨
学
金
は
無
利
子
と
し
、

A
卒
業
し
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月

　

か
ら
10
年
以
内
に
貸
与
を
受
け
た

　

総
額
を
返
還
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

B
卒
業
し
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月

　

か
ら
起
算
し
て
６
月
を
経
過
し
た

　

後
、
15
年
以
内
に
貸
与
を
受
け
た

　

総
額
を
返
還
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

⑵
返
還
猶
予

ア
、
上
級
の
学
校
へ
入
学
し
た
と
き

イ
、
病
気
そ
の
他
正
当
な
理
由
に
よ

　
　

り
、
返
還
が
困
難
で
あ
る
と
き

⑶
返
還
免
除

　

貸
与
を
受
け
た
方
が
死
亡
し
た
と

　

き
は
、
奨
学
金
の
全
部
ま
た
は
一

　

部
返
還
を
免
除
す
る
こ
と
が
あ
り

　

ま
す
。

⑷
そ
の
他

・
奨
学
生
が
放
校
処
分
に
付
さ
れ
た

　

と
き
は
、
た
だ
ち
に
奨
学
金
の
全

　

額
を
返
還
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
本
市
市
民
の
被
扶
養
者
で
な
く
な

　

っ
た
場
合
、
奨
学
金
貸
与
が
取
り

　

消
さ
れ
、
奨
学
金
の
返
還
を
し
て

　

い
た
だ
き
ま
す
。

問　教育委員会学校教育課　☎58‐ 2111　（奨学生募集について…内線9216 ／就学援助について…内線9215）
　※奨学生・高等学校奨学生制度については、県教育庁高校教育課（☎029 ‐ 301 ‐ 5245）にも同様の制度があります。

お知らせします！ お知らせします！ 就 学 援 助 制 度就 学 援 助 制 度

世帯構成人数 所得基準額
２人 230万円
３人 290万円
４人 350万円
５人 410万円

１　援助を受けることができる方
　生活保護世帯（要保護）、またはこれに

準ずる世帯（準要保護）と教育委員会が認

定した世帯

２　援助の内容
　学用品費・通学用品費・校外活動費・新

入学児童生徒学用品費・修学旅行費・医療

費（学校保健法により治療の指示を受けた

疾病に限る）・給食費などで教育委員会が

定めた金額（国の基準に準ずる）

３　申請方法
　各小中学校に用意してある所定の就学援

助費申請書および収入申告書に記入・捺印

し、前年中の収入のわかる証明書などを添

付の上、在学の学校へ提出してください。

４　申請時期
　随時受け付けています。ただし、支給

期間は、必要書類を在学の学校へ提出し

た月の翌月からとなります。

※援助を受けたい方は、事前に学校・教

育委員会などにご相談ください。

※必要に応じて家庭状況を調べるため

に、地区担当民生委員が自宅へ訪問する

場合がありますので、ご協力願います。

　
市では、お子さんが義務教育のため

市内の小中学校に通学する上で、経済
的に困っている保護者の方に対し、学

用品費や給食費などを援助する事業を
行っています。援助を受けようとする
方は、申請が必要となります。

※平成26年度認定基準表（世帯構成員の年齢な
どにより認定基準額は異なるため表は目安です）

。

奨
学
生
を
募
集
し
ま
す

平
成
27
年
度
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小
張
小
学
校
が
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
賞

　
　
　
　

〜
食
育
に
関
す
る
実
践
研
究
の
取
り
組
み
で
〜

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
の
皆
さ
ん
が

　
　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　

第
65
回
全
国
学
校
給
食
研
究
協
議

大
会
（
山
口
県
山
口
市
）
が
11
月
20

日
・
21
日
に
開
催
さ
れ
、
小
張
小
学

校
（
大お
お
と
う藤
克か
つ
よ
し義
校
長
）
が
文
部
科
学

大
臣
表
彰
（
学
校
給
食
）
を
受
賞
し

　

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員

の
皆
さ
ん
24
人
が
10
月
20
日
・
27
日
の

両
日
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
谷
和
原

公
民
館
の
敷
地
の
草
刈
と
剪
定
作
業

を
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
実
施
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
で
は
、
働
く
意
欲
を
持
っ
た
60
歳

以
上
の
方
が
、
地
域
社
会
と
の
ふ
れ
あ

い
や
生
き
が
い
の
あ
る
毎
日
を
送
れ
る

よ
う
、
臨
時
的
・
短
期
的
な
仕
事
の
提

供
を
行
っ
て
い
ま
す
。
入
会
説
明
会
は
、

子
育
て
世
代
が
ク
リ
ス
マ
ス
交
流

橋本涼さん

　

子
育
て
中
の
親
子
に
歌
や
体
操
を

楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
谷
和
原
公
民

館
で
12
月
13
日
、
市
と
富
士
見
ヶ
丘

認
定
こ
ど
も
園
の
共
催
に
よ
る
ク
リ

剪定を行う会員の皆さん

谷
和
原
中
の
橋
本
茉
依
さ
ん
、
小
張
小
の
橋
本
涼
さ
ん

　

Ｊ
Ａ
共
済
書
道
コ
ン
ク
ー
ル
で
受
賞

　

第
50
回
Ｊ
Ａ
共
済
茨
城
県
小
・
中

学
生
書
道
コ
ン
ク
ー
ル
（
全
共
連
茨

城
本
部
・
茨
城
新
聞
社
ほ
か
主
催
）

で
、
谷
和
原
中
学
校
の
橋は
し
も
と本
茉ま

い依
さ

ん
（
３
年
）
が
見
事
、
農
林
水
産
大

臣
賞（
金
賞
）に
輝
き
ま
し
た
。ま
た
、

同
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
茉
依
さ
ん
の
妹

で
、小
張
小
学
校
の
涼り

ょ
うさ

ん
（
６
年
）

も
銅
賞
を
受
賞
し
て
お
り
、
姉
妹
で

の
ダ
ブ
ル
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

姉
の
茉
依
さ
ん
は
「
一
文
字
一
文

字
の
意
味
を
イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら
筆

を
走
ら
せ
て
い
る
。
書
道
か
ら
学
ぶ

こ
と
は
多
く
、
自
分
に
と
っ
て
大
き

な
存
在
」
と
話
し
、
妹
の
涼
さ
ん
は

「
受
賞
は
う
れ
し
い
。
来
年
は
も
っ

と
上
を
目
指
し
て
が
ん
ば
り
た
い
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
お
二
人
の

今
後
の
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

毎
月
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ

る
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
つ
く
ば
み
ら
い
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー　

☎
25
‐
２
１
０
２

手
作
り
貯
金
箱
に
笑
顔

　

地
域
の
方
や
保
護
者
ら
が
手
作
り

し
た
竹
の
貯
金
箱
の
贈
呈
式
が
12
月

８
日
、
東
小
学
校
（
横よ
こ
た田
守ま
も
る

校
長
）

で
行
わ
れ
、
伊い
た
み丹
良よ
し
の
ぶ亘
東
栗
山
区伊丹さん㊧から貯金箱を受け取る児童たち 会場の様子

橋本茉依さん

問

ス
マ
ス
会「
ス
マ
イ
ル
ク
リ
ス
マ
ス
」

を
初
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
親
子
で
楽
し
め
る
歌

や
手
遊
び
、
谷
和
原
中
学
校
の
吹
奏

楽
部
の
皆
さ
ん
に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン

サ
ー
ト
が
企
画
さ
れ
ま
し
た
。
最
後

に
サ
プ
ラ
イ
ズ
で
登
場
し
た
サ
ン
タ

ク
ロ
ー
ス
か
ら
、
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
子
ど
も
た
ち
一
人

ひ
と
り
に
手
渡
さ
れ
、
記
念
撮
影
を

行
う
な
ど
、
参
加
し
た
親
子
は
、
ク

リ
ス
マ
ス
の
雰
囲
気
を
楽
し
み
ま
し

た
。

ま
し
た
。

　

小
張
小
学
校
は
、
平
成
23
・
24
年

度
に
、
県
教
育
委
員
会
か
ら
学
校
給

食
推
進
校
の
指
定
を
受
け
「
望
ま
し

い
食
習
慣
の
形
成
を
目
指
す
指
導
の

在
り
方
」
を
テ
ー
マ
に
、
学
校
給
食

を
中
心
に
据
え
た
実
践
研
究
を
継

続
・
発
展
さ
せ
た
取
り
組
み
を
行
っ

て
お
り
、
今
回
の
受
賞
は
、
そ
の
取
り

組
み
が
高
く
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
大
藤
校
長
は
「
今
回
の
受
賞
は
、
県

教
育
委
員
会
を
は
じ
め
と
し
て
、
実
践

研
究
に
関
わ
っ
た
皆
さ
ん
の
ご
指
導
、

ご
協
力
の
賜
物
で
す
。
深
く
感
謝
し
て

い
ま
す
」と
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

長
、
森も
り
た田
寛ひ
ろ
し

民
生
児
童
委
員
を
は

じ
め
と
し
た
関
係
者
が
参
加
し
、
全

校
児
童
47
人
に
貯
金
箱
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。
こ
の
貯
金
箱
は
、
11
月
８
日

に
行
わ
れ
た
同
校
の
行
事
「
三
世
代

交
流
会
」
の
際
に
オ
ブ
ジ
ェ
と
し
て

使
用
さ
れ
た
三
本
の
孟
宗
竹
を
、
節

ご
と
に
切
り
出
し
た
手
作
り
で
「
地

域
と
の
つ
な
が
り
を
、
こ
れ
か
ら
も

大
切
に
し
て
い
っ
て
も
ら
い
た
い
」

と
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

貯
金
箱
を
受
け
取
っ
た
児
童
た
ち
は

「
こ
ん
な
に
太
い
竹
は
見
た
こ
と
が

な
い
。
頑
張
っ
て
い
っ
ぱ
い
に
し
た

い
た
い
」
と
笑
顔
を
見
せ
ま
し
た
。　

▷
表
彰
状
を
手
に
す
る
大
藤
校
長
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～ つくばみらいのわだい ～～ つくばみらいのわだい ～

各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
結
果

■
第
17
回
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会　

　

期
日
…
11
月
８
日

　

場
所
…
常
総
運
動
公
園
陸
上
競
技
場

【
結
果
】

○
男
子
の
部

　

優　

勝　

小こ
ば
や
し林　

昭あ
き
と
し利

　

準
優
勝　

佐さ

さ

き
々
木　

恒つ
ね
じ次

　

第
３
位　

古ふ
る
や谷　

利と
し
ゆ
き幸　

○
女
子
の
部

　

優　

勝　

三み

わ輪　

弘ひ
ろ
こ子

　

準
優
勝　

松ま
つ
ざ
き崎　

絹き
ぬ
こ子

入賞したやわらメッツⅡの皆さん

豊ナインズの皆さん

優勝したＺＥＲＯの皆さん

■
市
長
杯
軟
式
少
年
野
球
大
会

　

期
日
…
11
月
９
日
・
15
日
・
16
日

　

場
所
…
総
合
運
動
公
園
野
球
場
ほ
か

【
結
果
】

　

優　

勝　

牛
久
中
根
サ
ン
ダ
ー
ス

　

準
優
勝　

豊
ナ
イ
ン
ズ

　

第
３
位　

谷
井
田
ス
タ
ー
ズ

　
　
　
　
　

新
利
根
エ
ン
ゼ
ル
ス

■
第
18
回
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会　
　

　

期
日
…
11
月
23
日

　

場
所
…
き
ら
く
や
ま
ふ
れ
あ
い
の
丘　

【
結
果
】

　

優　

勝　

西
の
台
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム

　

準
優
勝　

グ
リ
ー
ン
ズ
チ
ー
ム

　

第
３
位　

高
波
チ
ー
ム

優勝した西の台クラブの皆さん

■
秋
季
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　

期
日
…
11
月
16
日

　

場
所
…
総
合
運
動
公
園
体
育
館

【
結
果
】　

　

優　

勝　
　

Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ

　

準
優
勝　
　

エ
ン
ジ
ェ
ル
ス

　

第
3
位　
　

シ
ル
キ
ー
ズ

　
　
　
　
　
　

竹
園
ひ
ま
わ
り

入賞した小野寺さん

■
茨
城
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
県
南
取
手

　

ブ
ロ
ッ
ク
交
流
会
ヘ
ル
シ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　

期
日
…
11
月
23
日

　

場
所
…
取
手
グ
リ
ー
ン
ス
ポ
ー
ツ

　
　
　
　

セ
ン
タ
ー
総
合
体
育
館

【
結
果
】

○
低
学
年
の
部　

　

第
３
位
…
や
わ
ら
メ
ッ
ツ
Ⅱ

入賞した皆さん

谷井田スターズの皆さん

■
硬
式
テ
ニ
ス
大
会

　

期
日
…
11
月
２
日

　

場
所
…
総
合
運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

【
結
果
】

　

優　

勝　

福ふ
く
だ田

・
北き

た
う
ら浦

ペ
ア

　

準
優
勝　

手て
づ
か塚

・
斉さ

い
と
う藤

ペ
ア　
　

　

第
３
位　

高た
か
の野

・
永な

が
つ
か塚

ペ
ア

　

第
３
位　

萬ま
ん
ぽ
う宝

・
瀧た

き
ざ
わ澤

ペ
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
敬
称
略
】

■
タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　

期
日
…
11
月
15
日

　

場
所
…
き
ら
く
や
ま
ふ
れ
あ
い
の
丘

【
結
果
】

○
男
子
の
部

　

優　

勝　

宮み
や
ざ
わ沢　

平し
げ
る　

　

準
優
勝　

日ひ

が

の
下
野　

幸さ
ち
お生

　

第
３
位　

田た
ぐ
ち口　

勝か
つ
ひ
こ彦

○
女
子
の
部

　

優　

勝　

野の
ぐ
ち口　

芳よ
し
え恵

　

準
優
勝　

中な
か
や
ま山　

史ふ
み
こ子

　

第
３
位　

川か
わ
ぐ
ち口　

良よ
し
こ子

■
第
７
回
少
年
柔
道
大
会

　

期
日
…
11
月
30
日

　

場
所
…
総
合
運
動
公
園
体
育
館

【
結
果
】

○
小
学
５
・６
年
生
女
子
の
部

第
３
位　

小お
の
で
ら

野
寺　

李り

か圭【
敬
称
略
】

　
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞　

田た
ぐ
ち口　

勝か
つ
ひ
こ彦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
敬
称
略
】
　

第
３
位　

中な
か
む
ら村　

慶け
い
こ子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
敬
称
略
】

優勝した福田さん・北浦さんペア
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申 ･･･ 申し込み先 ･･･ 問い合わせ先問

募

集

し

ま

す

募

集

し

ま

す

～道路の陥没、段差、路肩の崩れなどを見つけた時は、建設課（☎58‐ 2111内線8181 ～ 8186）までご連絡ください～

ご
利
用
く
だ
さ
い

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

常
陽
年
金
相
談
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

常
陽
銀
行
顧
問
の
社
会
保
険
労
務
士

が
、
無
料
で
ご
相
談
に
応
じ
、
年
金

請
求
手
続
き
の
代
行
を
し
て
く
れ
ま
す
。

▼
予
約
方
法
＝
事
前
に
電
話
で
お
申

　

し
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
予
約
電
話　

☎
58
‐
５
５
５
２

▼
日
時
＝
２
月
６
日
㈮　

午
前
10
時

　

〜
午
後
３
時 

▼
場
所
＝
常
陽
銀
行
伊
奈
支
店

　
　
　

常
陽
銀
行
年
金
セ
ン
タ
ー　

☎
０
２
９ 

‐
３
０
０
‐
２
８
４
４

問
申

　

常
陽
銀
行

　
　
　
　

年
金
相
談

　

谷
和
原
郵
便
局

　
　
　
　

年
金
相
談

　

谷
和
原
郵
便
局
で
は
、
毎
月
無
料

の
年
金
相
談
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

▼
予
約
方
法
＝
事
前
に
電
話
で
お
申

　

し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
２
月
１
日
㈰
、
３
月
８
日

　

㈰　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

▼
場
所
＝
谷
和
原
郵
便
局

※
年
金
請
求
書
の
作
成
、
届
出
代
行

な
ど
の
社
会
保
険
労
務
士
の
業
務
は

健
康
な
体
は
食
事
か
ら

 

ヘ
ル
シ
ー
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー

　
　
　
　

養
成
研
修
会

　

市
で
は
、
自
殺
の
サ
イ
ン
に
気
付

き
、
声
を
か
け
、
話
を
聞
き
、
必
要

な
支
援
に
つ
な
ぐ
役
割
が
期
待
さ
れ

る
「
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
」
の
人
材
を

養
成
し
ま
す
。
今
回
の
研
修
で
は
、

自
殺
の
要
因
と
し
て
重
要
と
さ
れ
て

い
る
「
う
つ
」
へ
の
理
解
と
対
応
方

法
を
学
び
ま
す
。「
う
つ
」
の
知
識

を
学
ぶ
良
い
機
会
で
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
次
の
①
か
②
の
ど
ち
ら
か

　

を
お
選
び
く
だ
さ
い
。

①
２
月
14
日
㈯　

午
前
９
時
30
分
〜

　

正
午

②
３
月
20
日
㈮　

午
後
１
時
30
分
〜

　

４
時

▼
場
所
＝
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー　

研

　

修
室
兼
会
議
室

▼
講
師
＝
東
京
医
科
大
学
茨
城
医
療

　
セ
ン
タ
ー
精
神
科　

小お
の野　

真し
ん
ご吾

医
師

　

調
理
実
習
を
し
な
が
ら
健
康
食
を

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
今
回
の
テ
ー

マ
は
「
乳
製
品
を
上
手
に
摂
り
ま

し
ょ
う
」
で
す
。
乳
製
品
を
料
理
に

使
っ
た
カ
ル
シ
ウ
ム
た
っ
ぷ
り
の
メ

ニ
ュ
ー
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
２
月
23
日
㈪　

午
前
10
時

　

〜
午
後
１
時

▼
会
場
＝
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
申 ▼

メ
ニ
ュ
ー
＝
桜
海
老
の
炊
き
込
み

　

ご
は
ん
、
鮭
と
大
根
の
和
風
ス
ー

　

プ
、
豆
腐
と
野
菜
の
チ
ー
ズ
チ
ャ

　

ン
プ
ル
ー
、
パ
イ
ン
の
ア
ッ
プ
サ

　

イ
ド
ダ
ウ
ン
ケ
ー
キ

▼
費
用
＝
３
０
０
円
／
人

▼
定
員
＝
20
人
（
申
込
多
数
の
場
合

　

は
抽
選
）

▼
申
込
期
限
＝
２
月
10
日
㈫

　
　
　

市
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

事
務
局
（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
25
‐
２
１
０
０

問
申 ▼

定
員
＝
各
回
20
人
（
先
着
順
・
要

　

予
約
）

▼
費
用
＝
無
料

　
　
　

健
康
増
進
課
（
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
内
）
☎
25
‐
２
１
０
０

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
み
ら
い

「
元
気
長
寿
を
目
指
す
シ
ニ

ア
世
代
の
祭
典
／
筑
波
大
学

と
の
交
流
会
」
参
加
者
募
集

　

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
み
ら
い
で
は
、

「
元
気
長
寿
の
た
め
の
健
康
・
体
力

づ
く
り
」
の
研
究
・
開
発
・
実
践
を

し
て
い
る
筑
波
大
学
の
先
生
と
学
生

の
皆
さ
ん
を
お
迎
え
し
、
シ
ニ
ア
世

代
の
皆
様
と
の
交
流
会
を
開
催
し
ま

す
。

　

自
立
し
、
い
つ
ま
で
も
元
気
・
は

つ
ら
つ
「
健
康
寿
命
」
を
よ
り
長
く

保
つ
た
め
の
健
康
づ
く
り
を
、
普
段

の
暮
ら
し
の
中
に
ど
の
よ
う
に
取
り

入
れ
た
ら
よ
い
か
を
、
交
流
会
を
通

し
て
お
伝
え
し
ま
す
。
同
世
代
の
方

が
一
同
に
集
ま
っ
て
楽
し
む
祭
典
で

す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
内
容
＝
筑
波
大
学
准
教
授
・
大お

お
く
ら藏

　

先
生
の
講
演
／
大
学
院
生
に
よ
る

　

介
護
予
防
運
動
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

　

シ
ョ
ン　

な
ど

▼
日
時
＝
３
月
29
日
㈰　

午
前
９
時

　

30
分
〜
正
午

▼
場
所
＝
総
合
運
動
公
園
体
育
館

▼
募
集
人
員
＝
５
０
０
人

▼
応
募
資
格
＝
60
歳
以
上
の
方

▼
参
加
費
＝
無
料

▼
持
ち
物
＝
軽
い
運
動
が
で
き
る
服

　
装
・
上
履
き
・
飲
物
・
タ
オ
ル
な
ど

▼
申
込
期
限
＝
２
月
28
日
㈯

　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
み
ら
い
事

務
局　

☎
58
‐
４
５
６
６

問
申
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～ハガキやメールなどで身に覚えのない請求を受けた時は、市消費生活センター（☎25－3288）までご連絡ください～

お
知
ら
せ
し
ま
す

お
知
ら
せ
し
ま
す

問
申農

業
委
員
会
各
種
申
請

　

２
月
の
各
種
申
請
の
受
付
期
間
は

次
の
と
お
り
で
す
。

▼
受
付
期
間
＝
２
月
10
日
㈫
〜
13
日
㈮

※
定
例
総
会
は
、
２
月
25
日
㈬
の
予

定
で
す
。

　
　

谷
和
原
庁
舎
農
業
委
員
会
事

務
局　

☎
58
‐
２
１
１
１
（
内
線

８
１
２
０
〜
８
１
２
２
）

問 行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

※
郵
便
局
は
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
の
商

品
・
サ
ー
ビ
ス
を
取
り
扱
う
銀
行
代

理
業
者
で
す
。

　
　
　

谷
和
原
郵
便
局　

☎
52 

‐

２
０
０
１図書館休館日（全館共通）

２月　２日㈪　  ９日㈪　　12日㈭
　　  16 日㈪　20日㈮　　23日㈪

おはなし会（本館のみ）
２月 14日㈯（図書館）／ 28日㈯（虹の会）
午後２時～　　３歳ぐらいから

開館時間（２月中）
本館・小絹分館　午前９時～午後７時
みらい平分館　　午前 10時～午後６時

図書館へのお問い合わせ　　☎ 58‐ 3710

図書館からのお知らせ

■図書館資料の貸出期間の延長について
　2月1日㈰から、下記の延長できる条件にあては
まる資料については、図書館にお電話いただくこと
で、貸出期間をお申し込みの日から２週間、１回に
限り延長することができるようになります。電話で
のお申し込みは、図書館開館時間内のみ受け付けします。
　また、当館のホームページ上で貸出の延長手続き
ができるようになりますので、こちらもご利用くだ
さい。ホームページ上での貸出延長手続きには、パ
スワードの発行が必要になります。詳しくは、図書
館までお問合せください。
◎延長できる条件
・ほかの方から予約が入っていない資料であること。
・貸出期間内でのお申し込みであること。
　（延滞している資料については、延長ができません）
※視聴覚資料は延長できません。

管
理
栄
養
士
・
栄
養
士

　

募
集
の
お
知
ら
せ

　

茨
城
県
栄
養
士
会
で
は
、
県
民
の

健
康
づ
く
り
を
積
極
的
に
支
援
す
る

た
め
に
『
栄
養
ケ
ア
・
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
』
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

活
動
内
容
は
、
個
別
栄
養
相
談
、

診
療
所
な
ど
の
医
療
機
関
に
お
け
る

栄
養
相
談
、
生
活
習
慣
病
予
防
お
よ

び
介
護
予
防
の
食
事
相
談
、
特
定
保

健
指
導
、
地
域
に
お
け
る
食
育
講
座

な
ど
で
す
。

　

栄
養
ケ
ア
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
活
動

に
関
心
の
あ
る
方
は
、
県
栄
養
士
会

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

公
益
社
団
法
人
茨
城
栄
養
士
会

☎
０
２
９
‐
２
２
８
‐
１
０
８
９

（
月
〜
金
曜
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

問

ひ
と
り
親
家
庭
等
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

面
接
で
好
印
象
の
メ
イ
ク
術
と

　

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
講
座

　

明
る
い
第
一
印
象
で
好
感
度
を

ア
ッ
プ
し
ま
し
ょ
う
！

▼
日
時
＝
３
月
１
日
㈰　

午
後
１
時

　

30
分
〜
４
時

▼
場
所
＝
土
浦
市
亀
城
プ
ラ
ザ
第
2

　

会
議
室（
土
浦
市
中
央
２
‐
16
‐
４
）

▼
定
員
＝
20
人
（
定
員
に
な
り
次
第

　
締
め
切
り
）
／
託
児
付
き
（
要
予
約
）

問
申

人
工
肛
門
、
人
工
ぼ
う
こ
う

　
　
　

の
方
の
勉
強
会

　

日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会
茨
城
県
支

部
で
は
、
人
工
肛
門
・
人
工
ぼ
う
こ

う
の
方
の
た
め
の
勉
強
会
を
開
催
し

ま
す
。（
茨
城
県
委
託
事
業
）

▼
日
時
＝
２
月
22
日
㈰　

午
前
10
時

　

〜
午
後
２
時
45
分

▼
会
場
＝
つ
く
ば
サ
イ
エ
ン
ス
・
イ

　

ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー（
つ

　

く
ば
市
吾
妻
１
‐
10
‐
１
）

※
有
料
駐
車
場
あ
り
（
各
自
負
担
）

▼
交
通
機
関
＝
Ｔ
Ｘ
つ
く
ば
駅
、
バ　

　

ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
か
ら
徒
歩
３
分

▼
会
費
＝
１
０
０
０
円
（
弁
当
、
お

　

茶
、
資
料
代
）

▼
内
容
＝
日
常
の
手
入
れ
方
法
、
食

　

事
に
つ
い
て
、装
具
の
実
物
展
示
、

問
申

　

悩
み
事
・
困
り
事
の
相
談　

ほ
か

▼
申
し
込
み
方
法
＝
事
前
に
お
電
話

　

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限
＝
２
月
16
日
㈪

　
　
　

公
益
社
団
法
人
日
本
オ
ス
ト

ミ
ー
協
会
茨
城
県
支
部 　

山や
ま
の
う
ち

之
内

☎
０
２
９
７
‐
62
‐
７
４
６
３

▼
参
加
費
＝
無
料

　
　
　

茨
城
県
母
子
家
庭
等
就
業
・

自
立
支
援
セ
ン
タ
ー　

☎
０
２
９
‐

２
３
３
‐
２
３
５
５

み
ん
な
で
支
援
を
考
え
よ
う

障
が
い
児
支
援
研
修
会

　

知
的
・
発
達
が
い
の
あ
る
お
子
さ

ん
の
将
来
に
つ
い
て
千
葉
県
の
取
り

組
み
を
聞
き
な
が
ら
、
皆
さ
ん
と
考

え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

▼
日
時
＝
２
月
26
日
㈭　

午
前
10
時

　

〜
正
午

▼
テ
ー
マ
＝
「
発
達
障
害
の
あ
る
方

　

の
卒
業
後
の
就
労
と
生
活　

千
葉

　

県
の
取
り
組
み
」

▼
場
所
＝
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
講
師
＝
千
葉
県
発
達
障
害
者
支
援

　

セ
ン
タ
ー　

田た
く
ま熊　

立り
つ

先
生

▼
定
員
＝
50
人
・
参
加
無
料

▼
募
集
期
限
＝
２
月
20
日
㈮

　
　
　

市
社
会
福
祉
協
議
会　

ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー　

☎

25
‐
２
１
０
１

問
申普

通
救
命
講
習
会

　
　

開
催
の
お
知
ら
せ

　

け
が
や
急
病
な
ど
で
、
心
臓
や
呼

吸
が
止
ま
っ
た
人
の
手
当
て
は
、
１

分
１
秒
を
争
い
ま
す
。
目
の
前
の
命

の
為
に
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除

細
動
器
）
を
含
め
た
心
肺
蘇
生
法
を
習

得
し
、万
が
一
の
時
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時
＝
２
月
15
日
㈰　

午
前
９
時

　

〜
正
午

▼
場
所
＝
伊
奈
公
民
館
２
階
和
室

▼
募
集
人
数
＝
中
学
生
以
上
の
方　

　

先
着
20
人

▼
内
容
＝
心
肺
蘇
生
法
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
取

　

扱
い
、
止
血
法　

※
講
習
終
了
後

　

に
終
了
証
を
交
付
し
ま
す
。

　
　

つ
く
ば
み
ら
い
消
防
署
警
防
係　

☎
58
‐
０
１
１
０

問▼
場
所
＝
新
治
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

　

タ
ー
「
さ
ん
・
あ
ぴ
お
」
２
階
（
土

　

浦
市
大
畑
１
６
１
１
番
地
）

　
　
　
　
　
　
【
次
ペ
ー
ジ
に
続
く
】

平
成
26
年
分
の

　

確
定
申
告
相
談
会
場
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自衛隊茨城地方協力本部　龍ヶ崎地域事務所 　☎0297 ‐ 64 ‐ 3351◆自衛官募集中◆
受験種目 予備自衛官補（一般・技能） 自衛隊幹部候補生（一般） 自衛隊幹部候補生（歯科・薬剤）

受験資格

平成27年７月１日現在
一般：18歳以上34歳未満
　　　 の方
技能：18歳以上で保有す
　　　る技能に応じて53
　　　歳～ 55歳未満の方

平成27年４月１日現在
【大卒程度試験】
　22歳以上26歳未満の方（20歳以上22歳未
満の方は大卒者（見込み含む）、修士課程修了
者（見込み含む）などは28歳未満）
【院卒者試験】
　修士課程修了者（見込み含む）などで、20
歳以上28歳未満の方

平成27年４月１日現在
【歯科】
　20歳以上30歳未満かつ専門の大卒者
（見込み含む）
【薬剤】
　20歳以上28歳未満かつ専門の大卒者
（見込み含む）

受付期間 ３月24日㈫まで ３月１日㈰～５月１日㈮

試験期日 ４月10日㈮～ 14日㈫のいずれか１日を指定
１次：５月16日㈯および17日㈰（飛行要員希望者のみ）
２次：６月16日㈫～ 19日㈮のうち指定する日

１次：５月16日㈯
２次：６月16日㈫～ 19日㈮のうち指定する日

問申

問取
手
地
方
広
域
下
水
道
組
合

競
争
入
札
参
加
資
格
審
査　
　

　
　

  

申
請
受
付

　

平
成
27
年
度
お
よ
び
平
成
28
年
度

に
お
い
て
、
取
手
地
方
広
域
下
水
道

組
合
が
発
注
す
る
工
事
の
請
負
、
設

計
・
測
量
・
地
質
調
査
な
ど
の
業
務

委
託
、
物
品
・
役
務
の
提
供
な
ど
の

契
約
に
係
る
競
争
入
札
に
参
加
を
希

望
す
る
方
は
、
次
に
よ
り
申
請
書
類

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
取

手
市
と
取
手
地
方
広
域
下
水
道
組
合

の
申
請
受
付
業
務
が
一
本
化
さ
れ
ま

し
た
の
で
、
１
回
の
申
請
で
取
手
市

と
取
手
地
方
広
域
下
水
道
組
合
の
両

方
の
受
付
が
で
き
ま
す
（
申
請
書
は

２
冊
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
）。

▼
提
出
書
類
＝
申
請
書
お
よ
び
添
付

　

書
類
一
式
・
電
算
入
力
用
紙

※
提
出
要
領
、
申
請
様
式
、
電
算
入

力
用
紙
は
、
取
手
市
ま
た
は
取
手
地

方
広
域
下
水
道
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼
受
付
日
程
＝
管
外
業
者
…
２
月
２

　

日
㈪
〜
13
日
㈮
／
管
内
業
者
…
２

　

月
16
日
㈪
〜
19
日
㈭

▼
受
付
時
間
＝
午
前
９
時
30
分
〜
午

　

11
時
30
分
／
午
後
１
時
30
分
〜
４

　

時
（
土
、
日
、
祝
日
を
除
く
）

▼
受
付
場
所
＝
取
手
地
方
広
域
下
水

　

道
組
合
３
階
大
会
議
室
（
取
手
市

　

小
文
間
１
７
３
番
地
）

　
　
　

取
手
地
方
広
域
下
水
道
組
合　

総
務
課
契
約
係　

☎
０
２
９
７
‐
74

‐
４
１
７
４

問
申

　

  

市
文
化
協
会

会
員
募
集
の
お
知
ら
せ

　

市
文
化
協
会
で
は
、
自
分
の
趣
味

を
見
つ
け
た
い
方
、
芸
術
や
文
化
に

触
れ
て
み
た
い
方
、
一
緒
に
学
習
で

き
る
仲
間
づ
く
り
を
希
望
さ
れ
る
方

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

市
文
化
協
会
に
は
、
日
本
舞
踊
や

カ
ラ
オ
ケ
、書
道
、陶
芸
な
ど
と
い
っ

た
文
化
活
動
を
行
っ
て
い
る
サ
ー
ク

ル
が
多
数
あ
り
、
舞
踊
部
、
洋
楽
部
、

陶
芸
部
な
ど
11
部
会
69
団
体
が
、
公

民
館
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
な

ど
を
拠
点
に
日
々
活
動
し
て
い
ま

す
。
昨
年
11
月
に
は
、
み
ら
い
平
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
が
開
館
し
、

さ
ら
に
活
動
の
場
が
広
が
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
文
化
協
会
主
催
事
業
と

し
て
、
合
同
発
表
会
や
展
示
会
、
市

内
外
の
名
所
巡
り
や
工
場
見
学
を
行

う
街
め
ぐ
り
な
ど
の
催
し
が
あ
り
、

毎
年
秋
に
は
文
化
祭
を
開
催
す
る
な

ど
、
文
化
振
興
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
【
お
詫
び
】

　

昨
年
11
月
２
日
、
３
日
に
開
催
さ

れ
た
文
化
祭
（
主
催　

市
・
文
化
協

会
）
に
お
い
て
、
最
終
バ
ス
の
運
行

に
不
手
際
が
あ
り
、
多
大
な
ご
迷
惑

を
お
掛
け
い
た
し
ま
し
た
こ
と
を
深

く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。　
　
　
　
　

　

今
後
は
再
発
防
止
を
徹
底
し
、
よ

り
一
層
楽
し
い
文
化
祭
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
　

市
文
化
協
会
事
務
局
（
教
育

委
員
会
生
涯
学
習
課
内
）
☎
58
‐

２
１
１
１
（
内
線
9
３
１
５
）

問

▼
開
設
期
間
＝
２
月
12
日
㈭
〜
３
月

　

16
日
㈪

※
土
、
日
を
除
く
（
２
月
22
日
お
よ

び
３
月
１
日
の
日
曜
日
に
限
り
、
開

設
し
ま
す
）

※
開
設
期
間
中
は
、
土
浦
税
務
署
庁

舎
で
の
申
告
相
談
は
実
施
し
ま
せ
ん
。

▼
受
付
時
間
＝
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※
混
雑
状
況
に
よ
り
、
受
付
終
了
時

間
を
早
め
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
相
談
内
容
＝
申
告
相
談
（
所
得
税

　

お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
、
個
人

　

事
業
者
に
係
る
消
費
税
な
ど
、
贈

　

与
税
の
申
告
書
の
作
成
お
よ
び
提

　

出
）

　
　

土
浦
税
務
署　

☎
０
２
９
‐

８
２
２
‐
１
１
０
０
（
音
声
案
内
）

き
も
の
の
着
装
と
礼
法　
　

　
   

無
料
体
験
講
座

▼
日
時
＝
２
月
28
日
㈯　

午
前
10
時
〜
正

午
／
３
月
７
日
㈯　

午
後
１
時
〜
３
時

▼
場
所
＝
伊
奈
公
民
館

▼
内
容
＝
き
も
の
の
着
装
、
お
太
鼓

　

結
び
、
礼
法

▼
持
ち
物
＝
袷
の
き
も
の
、き
も
の
・

　

帯
結
び
に
必
要
な
も
の
一
式

▼
申
し
込
み
＝
電
話
に
て

▼
主
催
＝
市
文
化
協
会
茶
華
道
部
き

　

も
の
礼
法
教
室

　
　

き
も
の
礼
法
教
室　

成な
る
し
ま島　

☎

52
‐
４
６
０
２

問

第
15
回
想
い
の
ま
ま
写
真
展

　

会
員
の
日
頃
の
成
果
を
展
示
発
表

し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
２
月
18
日
㈬
〜
24
日
㈫　

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
初
日
は

　
正
午
〜
、最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で
）

▼
会
場
＝
守
谷
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
内

　

守
谷
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

▼
主
催
＝
や
わ
ら
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ

　
　

や
わ
ら
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ　

横よ
こ
や
ま山

☎
０
９
０
‐
６
０
１
０
‐
２
３
８
７

問広
報
つ
く
ば
み
ら
い
に

広
告
を
掲
載
し
ま
せ
ん
か
？

　

現
在
広
報
紙
は
、
市
内
の
約

１
８
０
０
０
世
帯
に
全
戸
配
布
さ
れ

て
い
ま
す
。
会
社
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど

の
ｐ
Ｒ
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
広
告
掲
載
期
間
…
５
月
１
日
号
〜
10
月　

　

１
日
発
行
号
（
受
け
付
け
…
２
月
２
日

　

㈪
〜
定
数
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）伊奈庁舎政策秘書課　☎ 58‐ 2111

（内線 1201）
問

広  告  料 ■半枠　10,000 円／月
□全枠　20,000 円／月

規　格
■半枠　縦 45㎜×横 89㎜
□全枠　縦 45㎜×横 182㎜
※刷り色は黒１色

掲載位置
および枠数

・市が指定するページの最下段
・半枠指定換算で最大８枠／月

申し込み
資格

市内に住所または事業所、
もしくは店舗を有する方
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保 健 だ よ り保 健 だ よ り

●対象者＝健康増進室利用講習会を受けたことのある方
●定員＝各日22人（予約制・定員になり次第終了）
●申し込み方法＝電話でお申し込みください。２日目以
降は窓口でも可。申し込みは、本人、家族のみです。（都
合により、休講または変更する場合があります）
※ミニ教室は一人2種類まで。バランスボールはどちらか一方。
＜講習・ミニ教室申込期間＞＜講習・ミニ教室申込期間＞
２月12日㈭から受け付けます。（土・日・祝日を除く）
午前８時30分～午後５時15分

●対象者＝市内在住・在勤・在学者で15歳以上の方
（中学生を除く）
※障害者手帳をお持ちの方はご持参ください。
●定員＝各日８人（予約制）
●申し込み方法＝電話または窓口で直接お申し込み
ください。申し込みは、本人、家族のみです。

健康増進室のご利用案内
●火～土…午前９時～午後８時30分
●日曜日…午前９時30分～午後７時30分（月曜日休室）
●料　金…１回あたり150円（減額制度あり）
※初めて健康増進室を利用する場合は、事前に「健
康増進室利用講習会※1 」を受けてください。

【健康増進室３月スケジュール】

申 健康増進課（保健福祉センター内）☎25-2100　

期  日 開始時間 使用料

    健康増進室   
    利用講習会※１ 
（１時間30分程度）

６日㈮ 午後１時

無料  14日㈯ 午後１時
  20日㈮ 午後６時30分
29日㈰ 午後１時

期  日 開始時間 使用料

ミ　

ニ　

教　

室

肩こり・
腰痛体操

（１時間程度）

  ３日㈫

 午前11時 150円10日㈫
 17日㈫
 24日㈫

バランスボール・
シェイプアップ
（１時間程度）

４日㈬

 午前11時 150円11日㈬
18日㈬
25日㈬

チューブ運動
（１時間程度）

 ５日㈭  
 午前11時 150円12日㈭

19日㈭
26日㈭

バランスボール・
リフレッシュ
（１時間程度）

６日㈮

 午前11時 150円 13日㈮
 20日㈮
 27日㈮

※２

◎ミニ教室　  の使用料には、健康増進室使用料を含みます。※２

～がん対策室通信～～がん対策室通信～

○子どもの健診・教室など 会場：保健福祉センター

※健診などの詳しい内容は、「健康管理予定表」をご覧ください。
※ピヨピヨ組は谷和原公民館が会場です。

○相　談
事業名 期　日 時　間 対　象

３～４カ月児健診  18日 ㈬ 午後１時～２時 平成26年10月生
１歳６カ月児健診  25日 ㈬ 午後１時～２時 平成25年７月生
２歳児歯科健診  ３日 ㈫ 午後１時～２時 平成25年１月生
３歳児健診  17日 ㈫ 午後１時～２時 平成23年12月生
離乳食教室(前半) ４日 ㈬ 午後１時～２時 ５カ月～８カ月児向け
離乳食教室(後半) （予約制）午後２時30分～３時30分 ９カ月～ 12カ月児向け
ひよこ広場(ピヨピヨ組)※

 26日 ㈭ 午前10時～ 11時30分
１カ月～８カ月児と保護者

ひよこ広場(コッコ組) ９カ月～12カ月児と保護者

日　　時 会　　場

移　    動
健康相談
（予約不要）

９日㈪
午前９時30分～ 11時 絹の台集会所

保健カレンダー (２月）保健カレンダー (２月）

こんにちは！がん予防推進員です
　

今
、
日
本
で
は
、
二
人
に
一
人
は

が
ん
に
か
か
り
、
三
人
に
一
人
は
が

ん
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
当
市
に

お
い
て
も
死
亡
原
因
の
第
１
位
で

す
。
が
ん
は
、
生
活
習
慣
の
見
直
し

に
よ
る
予
防
効
果
が
あ
り
、
早
期
発

見
・
早
期
治
療
す
る
こ
と
で
完
治
す

る
こ
と
が
可
能
な
病
気
で
す
。
正
し

い
知
識
を
持
ち
、
自
分
自
身
の
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
を
見
直
し
、
定
期
的
に

が
ん
検
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　

県
で
は
、
平
成
25
年
か
ら
新
た
に

「
茨
城
県
総
合
が
ん
対
策
推
進
計
画

―
第
３
次
計
画
」
を
策
定
し
、「
が

ん
を
知
り　

が
ん
と
向
き
合
う
」
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
に
、
県
民
の
視

点
に
立
っ
た
が
ん
対
策
の
推
進
を

行
っ
て
い
ま
す
。そ
の
一
環
と
し
て
、

身
近
な
地
域
で
が
ん
予
防
に
関
す
る

正
し
い
知
識
や
が
ん
検
診
の
重
要
性

の
普
及
啓
発
を
行
う
「
が
ん
予
防
推

進
員
」
を
養
成
し
て
い
ま
す
。「
が

ん
予
防
推
進
員
養
成
講
習
会
」
が
毎

年
行
わ
れ
て
お
り
、
が
ん
に
関
す
る

正
し
い
知
識
を
学
ん
だ
受
講
者
に

は
、修
了
書
が
交
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
市
内
で
21
人
の
「
が
ん
予

防
推
進
員
」
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

健
康
フ
ェ
ス
タ
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

で
、
参
加
者
に
が
ん
に
関
す
る
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
の
配
布
や
、
が
ん
検
診
受

診
の
お
勧
め
を
行
っ
て
い
ま
す
。
白

色
の
バ
ン
ダ
ナ
を
着
用
し
活
動
し
て

い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
気
軽
に
声
を

か
け
て
く
だ
さ
い
。

▷
健
康
フ
ェ
ス
タ
で
の
活
動
の
様
子



14－広報つくばみらい２月号（No.106）－

地　区 収集日 申　込　日
小張・豊、小絹、絹の台 2月11日㈬  2月 2 日㈪～ 4 日㈬
板橋、紫峰ヶ丘・富士見ヶ丘 2月18日㈬  2月 9 日㈪～ 10日㈫
三島・東、谷原、陽光台 2月25日㈬  2月16日㈪～ 18日㈬
谷井田、福岡・十和  3月 4 日㈬  2月23日㈪～ 25日㈬

市社会福祉協議会心配ごと相談（２月）粗大ごみ収集・申込日（２月）

※申し込み専用☎ 52 ‐ 3152　午前９時から午後５時まで

 休日救急当番病院（２月）
日 病　院　名 所在地 連　絡　先

１日㈰ ＪＡとりで総合医療センター 取手市 0297-74-5551

８日㈰ 取 手 医 師 会 病 院 取手市 0297-78-6111

11日㈷ き ぬ 医 師 会 病 院 常総市 0297-23-1771

15日㈰ 守 谷 慶 友 病 院 守谷市 0297-45-3311

22日㈰ 水海道さくら病院 常総市 0297-23-2223

小児科救急当番病院（２月）
日 病　院　名 所在地 連　絡　先

毎週水曜日 総合守谷第一病院 守谷市 0297-45-5111

水曜日以外 ＪＡとりで総合医療センター 取手市 0297-74-5551

                                    くみとり
業　者　名 指 定 地 区 

㈱シイナクリーン
0297-48-2336

旧谷和原村全域
小張・豊・谷井田・三島（戸茂・戸崎・   
根柄を除く）
板橋（高岡）・東（東栗山・城中）

関　東　商　事  ㈱
029-836-3007

板橋（高岡を除く）
東（足高）・三島（戸茂・戸崎・根柄）

谷 和 原 庁 舎                       １日・15日

伊 奈 庁 舎                      8日・22日
 開庁時間：午前８時30分から正午まで
   業務内容：窓口業務の一部（下記のとおり）
 【税務関係】　
　納税証明書、所得証明書、評価証明書、軽自動車　   
　車検用納税証明書などの発行
　市税、各種使用料および手数料など（納付書持参　
　の場合のみ）の収納

【住民関係】

　 戸籍謄本・抄本、住民票の写し、身分証明書、
     印鑑登録および印鑑登録証明書などの発行
　※住民票の異動（転入・転出など）およびパスポート
　申請などの手続きはできません。
　　なお、第２第４日曜日の開庁時間のみパスポート
　の交付が可能です。
問い合わせ先：市民窓口課　☎58‐ 2111
　伊奈庁舎　　（内線1111 ～ 1115）
　谷和原庁舎　（内線8110 ～ 8112）

 日曜日開庁のお知らせ（２月）

行　政　相　談（２月）
　毎日の暮らしの中で、例えば「道路の案内標識が見えに
くい」など、困っていることはありませんか？こんなとき、
行政相談委員にご相談ください。
日　時　　2月19日㈭　午後１時30分～３時30分
場　所　　伊奈庁舎 2階　和室
　　　　　また、随時相談を受け付けています。
問い合わせ先　行政相談委員
　今

いま

川
がわ

    和
かず

宏
ひろ

さん　☎52 - 2525　筒戸1749 - 1
　相

あい

島
じま

　宏
ひろし

さん　    ☎58 - 0676　下平柳828 - 3

教　育　相　談（２月）
　家庭教育や子育てに関すること・不登校・友人関係・
受験・カウンセリングなど教育に関する相談についてご
利用ください。来所相談のほか、電話相談も受け付けて
います。

場所 教育支援センター
日程 毎週月～金曜日
休館日 土・日・祝日
時間 午前９時～午後４時

　電話番号 ☎57‐０９８３

こ ど も 福 祉 相 談【無料】
　18歳未満の子どもの養育の悩みや虐待、配偶者によるＤ
Ｖ、母子家庭・父子家庭・寡婦の悩み、自立に向けた総合
的相談、母子父子寡婦福祉資金に関する相談などを受け付
けています。
相談方法：電話または面接相談　【祝日は除く】
場　　所：伊奈庁舎こども福祉課
電　　話：☎58‐ 2111（内線1161）
相談時間：午前９時～午後４時30分（月～金曜日）
※予約可能な方は事前にご連絡願います。

人　権　相　談（２月）
　家庭内の問題、いじめ、セクハラ、近隣関係など、心配
ごとや困っていることがありましたら、お気軽にご相談く
ださい。プライバシーは厳守されます。
日　時　2月２日㈪　午前10時～正午
場　所　保健福祉センター

　　　　また、随時相談を受け付けています。
問い合わせ先　人権相談員   
  相
あいじま

島  宏
ひろし

さん   　　☎58- 0676 　　下平柳828－3
  豊
とよしま

島  美
み ち こ

智子さん   ☎58 - 0085   　  板橋2288－2

　  2月   3日㈫　法律相談(弁)…保健福祉センター
            10日㈫　法律相談(弁)…すこやか福祉館
 　  　  17日㈫　法律相談(弁)…保健福祉センター
            18日㈬　心配ごと相談…すこやか福祉館
　　   　   〃　　心配ごと相談…保健福祉センター 
　　     24日㈫    法律相談(弁)…すこやか福祉館  
◎法律相談（弁）（司）

　弁護士・司法書士による相談（要予約）午後１時～４時
◎心配ごと相談

　
相談員による相談　午後１時～３時
予約・問い合わせ先

  　　
 ㈳つくばみらい市社会福祉協議会（すこやか福祉館内）　

　　　☎ 57 - 0123 

●教育相談員：直
なお

井
い

　修
しゅう

三
ぞう

さん・齊
さい

藤
とう

　篤
あつ

子
こ

さん



15 －次号は２月25日（水）配布開始－

市長公式市長公式
  Facebook  Facebook

　市内のイベントや、市内外で開催される
会議など、さまざまな市政情報を随時発
信しています。市ＨＰ「市長の部屋」よ
り閲覧できますので、ぜひご覧ください。

火災・救急統計
●火災
　建 物

　車 両

　そ の 他

　 計

●救急

　交通事故

　急　　病

　そ の 他

　 計

12月分

1件

　0件

0件

1件

　12月分

19件

86件

　26件

131件

26年分

9件

　3件

3件

15件

26年分

213件

1011件

　318件

1542件

　～水道工事は市指定給水装置工事事業者へ～　

水道工事（新設・改造・修繕など）は、市の指定を受けた給水装置工事事業者でな
ければ行うことができません。工事の際は指定を受けた事業者に依頼し、上下水道課
へ届け出をしてください。
　市内の指定給水装置工事事業者は下記のとおりです。また、市外の事業者を知り
たい場合は別途お問い合わせください。
　なお、市ホームページにも一覧が掲載されています。
（トップページ→上下水道→水道工事・修理→給水装置工事事業者）
　　　　　　　　　　　　　                       

 上下水道課　    58-2111（内線8207）
　　　　　　　　　　　　

工事業者名 所在地 電話番号 工事業者名 所在地 電話番号

㈱赤塚土木興業 長渡呂256 58 - 6213 常磐興業㈱ 筒戸3178 52 - 2203

伊奈工業㈱ 城中359 58 - 6168 ㈱豊島産業 川崎213-3 52 - 3335

いなほ工業㈱ 上島848 58 - 0382 ㈱直井造園土木 日川571 52 - 2600

大久保水道工業 谷井田1403-3 58 - 8177 成島建設㈱ 板橋3101 58 - 1131

オービー建設㈱ 谷井田750-1 47 - 7000 浜野商事㈱ 伊丹161 58 - 2416

㈲片見設備工業 福岡1425-1 52 - 5804 原信田建設㈱ 板橋1783 58 - 0018

㈲川口商事 鬼長526-1 52 - 3286 常陸管工 上長沼617 52 - 5579

久下設備 城中55 58 - 0418 ㈲福新設備工業 台198 52 - 5011

㈲坂本設備工業 豊体612‐２ 58 - 0070 ㈱武平 福原188 57- 0600

常総土木工業㈱ 福岡1383-1 52 - 5357 ㈲文倉建設 鬼長1231-2 52 - 5622

常栄エンジニアリング㈱ 田村450 52 - 7633 吉田設備 樛木45-3 52 - 5830

㈱新みらい 絹の台2-2-3 34 - 1088 ㈲丸斉建設 真木106 52 - 2627

㈱誠勝 筒戸1987-11 20 - 5470 ㈱山田組 城中952 58 - 2351

㈱寺田興業 南927-2 52 - 5809 谷原建設㈱ 下長沼118-1 52 - 2298

塚本建設工業㈱ 東楢戸980-1 52 - 3681

　
　

　
　
　

問  ☎  ＜市内給水装置工事事業者一覧＞

1
日
㈪
＝
第
4
回
定
例
会
本
会
議

２
日
㈫
＝
庁
議

3
日
㈬
＝
守
谷
小
絹
線
地
元
説
明
会

5
日
㈮
＝
防
災
会
議
お
よ
び
国
民
保
護
協
議
会

6
日
㈯
＝
市
な
わ
と
び
大
会
・
ど
す
こ
い
ク
ッ
キ
ン
グ「
パ
パ
と
い
っ

　
　
　
　

し
ょ
に
ク
ッ
キ
ン
グ
」

7
日
㈰
＝
社
会
福
祉
協
議
会
新
規
採
用
職
員
面
接

9
日
㈫
＝
第
4
回
定
例
会
本
会
議

10
日
㈬
＝
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
総
会

22
日
㈪
＝
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
理
事
会

23
日
㈫
＝
立
浪
部
屋
餅
つ
き
大
会

24
日
㈬
＝
Ｊ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
新
年
挨
拶
撮
影
・
伊
奈
東
中
学
校
吹
奏
楽
部
よ

　
　
　
　

り
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
募
金
受
領

25
日
㈭
＝
総
合
福
祉
施
設
、
有
床
診
療
所
地
鎮
祭
・
勘
兵
衛
新
田
自

　
　
　
　

治
会
要
望
書
受
領
・
年
末
防
犯
抑
止
、
交
通
事
故
防
止
街

　
　
　
　

頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

26
日
㈮
＝
常
総
衛
生
組
合
御
用
納
式
・
市
御
用
納
式

30
日
㈫
＝
社
会
福
祉
協
議
会
宅
配
サ
ー
ビ
ス
事
業
「
お
せ
ち
配
達
」

   

市
長
12
月
の
動
静
（
12
月
1
日
〜
31
日
）

こ
こ
で
は
、
市
長
の
月
間
の
主
な
動
静
を
情
報
公
開
し
ま
す
。

2月の納税など
固 定 資 産 税　　　4 期 分

国 民 健 康 保 険 税　　　8 期 分

後期高齢者医療保険料　　　8 期 分

介 護 保 険 料　　　6 期 分

保 育 料　　　2 月 分

児 童 ク ラ ブ　　　2 月 分

住 宅 使 用 料　　　2 月 分

地　　                                                              代　         2 月 分

上下水道料金(取）含　　　1 2 月 分

下水道受益者負担金　　　4 期 分

農集排受益者負担金　　　4 期 分

☆納期限は3月2日（月）です。 
（取）：取手地方広域下水道組合

【凍結による漏水にご注意ください】冬季は、水道管や蛇口などが凍結して

水が出ないことや、破裂して漏水することがあります。給水装置はお客様の

財産ですので、保温材を巻くなどの適切な管理をお願いします。

　「みらいくん」は、ご自宅から市内の
目的地までドアツードアで行くことがで
きる大変便利な公共交通です。たくさん
の方のご利用をお待ちしています。
　　        

伊奈庁舎企画課　☎ 58‐ 2111( 内線 1221）

デマンド乗合タクシー
 「みらいくん」 をご利用ください

問申



子ども特派員 わが街を行く！

地域とひとつに♪地域とひとつに♪
　　　　　　　　　　　　～伝統の福岡秋まつり～～伝統の福岡秋まつり～

　この紙面は、自分たちの住んでいる街や校内活動を、自分た
ちで取材・編集する「子ども特派員」とともに編集しています。
　今回の「子ども特派員」は、福岡小学校６年生の飯

いいずみ

泉直
なお と

人
さん、秋

あ き ば

場悠
ゆ う た

太さん（後列左から）、竹
たけざわ

澤乃
の あ

愛さん、長
な が せ

瀬
果
か な

南さん、松
まつだ

田朱
あや な

菜さん、大
お お く ぼ

久保留
る り

里さん、大
おおとう

藤りおんさん
（前列左から）が、「福岡秋まつり」の様子をご紹介します。

　おもしろ実験工作では、講師の「おもしろ理科先生」の　おもしろ実験工作では、講師の「おもしろ理科先生」の保保
ほほ

坂坂
さかさか

先生に、わかりやすく教えていただき、縦割り班で、スト先生に、わかりやすく教えていただき、縦割り班で、スト
ローロケットを作りました。上級生と下級生が別々に作る工ローロケットを作りました。上級生と下級生が別々に作る工
作も、班のみんなで協力し合いながら作り、楽しく遊ぶこと作も、班のみんなで協力し合いながら作り、楽しく遊ぶこと
ができたので、理科への関心が深まりました。ができたので、理科への関心が深まりました。
　私たちは、秋まつりに来ていた地域の方にインタビュー　私たちは、秋まつりに来ていた地域の方にインタビュー
をしました。「秋まつりで楽しみにしていることはなんですをしました。「秋まつりで楽しみにしていることはなんです
か？」と質問すると「ずっと前から楽しみにしていて、子どか？」と質問すると「ずっと前から楽しみにしていて、子ど
もたちの発表や、福岡盆踊り、模擬店など、全部楽しみ」ともたちの発表や、福岡盆踊り、模擬店など、全部楽しみ」と
答えてくださいました。また「カレーやとん汁は、家庭の味答えてくださいました。また「カレーやとん汁は、家庭の味
よりおいしい」と話してくださり、地域の方々やたくさんのよりおいしい」と話してくださり、地域の方々やたくさんの
人が秋まつりを楽しんでいました。人が秋まつりを楽しんでいました。

◇編集・発行　茨城県つくばみらい市政策秘書課　〒300 ‐ 2395  茨城県つくばみらい市福田195番地　☎0297 ‐ 58 ‐ 2111　℻  0297 ‐ 58 ‐ 5611◇編集・発行　茨城県つくばみらい市政策秘書課　〒300 ‐ 2395  茨城県つくばみらい市福田195番地　☎0297 ‐ 58 ‐ 2111　℻  0297 ‐ 58 ‐ 5611
　メールアドレス：infot@city.tsukubamirai.lg.jp　ホームページアドレス：http://www.city.tsukubamirai.lg.jp/　メールアドレス：infot@city.tsukubamirai.lg.jp　ホームページアドレス：http://www.city.tsukubamirai.lg.jp/
◇発行日　平成27年２月１日㈰　　～「広報つくばみらい」は毎月１日発行です～　　　　　　　◇発行日　平成27年２月１日㈰　　～「広報つくばみらい」は毎月１日発行です～　　　　　　　

　福岡　福岡秋まつりは、毎年たくさんの人に支えられて行われて秋まつりは、毎年たくさんの人に支えられて行われて
います。とん汁をつくってくださったＮＰＯ法人城山を考えいます。とん汁をつくってくださったＮＰＯ法人城山を考え
る会と青少年育成会の皆さん、カレーやすくいどりなどを用る会と青少年育成会の皆さん、カレーやすくいどりなどを用
意してくださったＰＴＡの皆さん、また、とん汁やカレーに意してくださったＰＴＡの皆さん、また、とん汁やカレーに
入れる野菜を持ってきてくださった地域の方々など、たくさ入れる野菜を持ってきてくださった地域の方々など、たくさ
んの人の協力で、今年も楽しく行うことができました。　んの人の協力で、今年も楽しく行うことができました。　

　ステージ発表では、たくさんの方の前で、学年ごとに発　ステージ発表では、たくさんの方の前で、学年ごとに発
表しました。緊張しましたが、みんなそれぞれしっかりで表しました。緊張しましたが、みんなそれぞれしっかりで
きました。ビリーブを歌った時には、全員の心がひとつにきました。ビリーブを歌った時には、全員の心がひとつに
なりました。なりました。
　その後に、校庭で盆踊りを踊りました。福岡盆踊り保存　その後に、校庭で盆踊りを踊りました。福岡盆踊り保存
会の皆さんが福岡太鼓を演奏しました。地域の方々や全校会の皆さんが福岡太鼓を演奏しました。地域の方々や全校
児童が輪になって踊り、とても楽しかったです。児童が輪になって踊り、とても楽しかったです。

　今回、私たち子ども特派員は、11月８日に福岡小学校で　今回、私たち子ども特派員は、11月８日に福岡小学校で
行われた秋まつりを紹介します。行われた秋まつりを紹介します。
　秋まつりには、小さい子どもからお年寄りまで、たくさん　秋まつりには、小さい子どもからお年寄りまで、たくさん
の人が参加しました。おもしろ実験工作、模擬店、ステージの人が参加しました。おもしろ実験工作、模擬店、ステージ
発表がありました。発表がありました。


